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要  約
　人がそれぞれの居住地域で質の高い生活を送るには，休日等における余暇の充実が重要である。一
方で知的障害のある人は余暇生活において活動内容を制約される傾向がある。知的障害のある人が健
康で豊かな成人期をおくるために必要な支援について考察することは大変重要なことである。本研究
では，知的障害のある人の成人期には，どのような心理支援が必要なのかを考察することを目的とした。
その結果，保護者はスタッフに対して本人たちの心理面や気持ちのフォローを望んでいることが分かっ
た。成人期に趣味や興味の近い友人と出会って共に過ごすことは本人にとって重要な財産になると考
えられる。二次障害の予防的観点からも，余暇等を通して対人面での成功体験を積み重ねていくこと
が大切である。知的障害のある人は自分の気持ちを言葉で表現するといったことが難しい場合もあり，
余暇活動等を通して心理士が継続的に関わることは大変重要であると考えられる。

キーワード：知的障害　成人期　生涯発達　心理支援　余暇支援

知的障害のある人の成人期の心理支援について
―余暇活動を通して―

Mental support of the adulthood of people with mentally disabled

Ⅰ　問題・目的

　笠原・村中（2003）は，人がそれぞれの居住
地域で質の高い生活を送るには，「住」を中心
とした生活の基盤の確立や労働を中心とする日
中活動への参加のほか，休日等における余暇の
充実が重要となると述べている。
　瀬沼（1998）は余暇を生産的余暇と消費的余
暇という言葉に分類したことで知られている。
生産的余暇とは自己実現の充実につながり生活
を豊かにするもの（例えば旅行や戸外での集団
遊び）であり，消費的余暇とは知識や技術の習
得はほとんどせずに短時間で行われるもの（例
えばテレビゲームやごろ寝）をいう。これに対
して笠原・村中（2003）は，単に消費的余暇に
とどまらず，地域とのかかわりをもつ生産的余
暇の機会を得ることは充実した余暇を過ごすた
めには欠かせないと述べている。
　2002 年に全日本手をつなぐ育成会によって
実施された「知的障害者の余暇に関するアン
ケート調査」の調査結果では知的障害者が余暇

生活において活動内容を制約される傾向がある
ことが示されている。
　知的障害者の余暇支援の代表的なものとして
障害者青年学級がある。障害者青年学級は学校
を卒業した知的障害者の貴重な学習の場とし
て，今日に至るまで重要な役割を担ってきた。
その多くは市区町村の社会教育行政によって実
施されているが，特別支援学校などが卒業生の
同窓会活動の一環として実施している場合も
少なくない（寄林・高橋，2012）。このように，
これまで知的障害のある人への余暇支援は主に
各自治体や特別支援学校主催の青年学級が中心
となって取り組んできた実情がある。しかし，
知的障害のある人が健康で豊かな成人期をおく
るためにはどのような支援が必要であるのか，
これまで組織的，体系的な取り組みがほとんど
されていないのが現状（菅野，2006）であり，
知的障害のある人の成人期に求められている支
援について考察することは必要なことであると
考えられる。
　下温湯（2011）は知的障害のある成人への心
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理士による取り組みについて明らかにしている
論文はまだ少ないと述べており，知的障害者通
所更生施設における心理士の役割や可能性につ
いて検討している。下温湯によれば知的障害者
更生施設に継続的な心理支援を行う心理士が配
置されていることは非常に珍しいことであると
いう。継続支援というところに，巡回相談や医
療チームの派遣とは異なる期待があり，各ケー
スからは信頼関係を育むと知的障害がある成人
の心が豊かになり伸び伸びと行動できるように
なることや，発達の可能性が誰にでもあると述
べている。
　わが国において知的障害の成人期以降の研究
は未だ少数に留まっており，心理や行動，老化
といった基礎的な面については研究報告がなさ
れていない現状がある。健康で豊かな成人期を
おくるためにはどのような支援が必要であるの
か，これまで組織的，体系的な取り組みがほ
とんどなされていないのが特徴である（菅野，
2006）。そのため知的障害のある人の成人期へ
の心理的な支援について考察することは非常に
意義深いことであると考えられる。
　よって本研究では，質問紙調査と先行文献研
究を通して障害のある人の成人期にはどのよう
な支援が求められているのか，とりわけ，どの
ような心理支援が求められているのかについて
考察することを目的とする。

Ⅱ　質問紙調査

1．調査対象
　本学心理臨床センターで障害のある青年を対
象とした「余暇グループ」に参加している 19
～26 歳までの男女計 3名の保護者であった。
※「余暇グループ」について：
特別支援学校高等部に在籍・卒業した 5名程度
を対象とした余暇支援を目的としているグルー
ププログラムである。月 1回土曜日午後に開催

している。内容は調理や製作，茶話会等である。
運営スタッフは本学心理学部教育発達学科の教
員と，大学院生・大学生，心理臨床センターの
アシスタント・カウンセラーである。参加者た
ちのグループプログラムと並行して親グループ
も実施しており，交流，情報交換の場となるこ
とを目的としている。

2．調査期間
　2013 年 5 月

3．調査方法
　参加者の保護者に研究の主旨を説明し，同意
を得た上で質問紙調査を行った。

4．結果と考察
　質問紙調査は 5件法で行った。括弧内は結果
の平均値を示す。
①　余暇グループへの参加を通して求める
事柄については，「仲間を増やしてほしい
（=4）」，「本人にとって居心地の良い場所と
なってほしい（=4）」，「色々な人と触れ合う
場所となってほしい（=4）」，「楽しんでほし
い（=4）」，次いで「日常生活に必要な力を
獲得してほしい（=3.7）」，「自信をつけてほ
しい（=3.7）」，「他の参加者の保護者と話が
したい（=3.3）」，「苦手なことを克服してほ
しい（=2.7）」という結果だった。このこと
から，保護者は余暇グループの場を訓練やス
キル克服の場としては見ておらず，本人に
とって居心地の良い色々な人と触れ合って楽
しめる場としての機能を望んでいることが分
かる。
②　学校卒業後の生活で，支援が必要だと思
うことについては，「自分の好きなこと，得
意なことを見つける（=4）」，「情緒面の安定
（=4）」，「困った時に助けを求める（=4）」，
次いで「対人スキルの向上（=3.7）」，「家
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事など家庭生活に関する力を身につける
（=3.7）」，「安全危険に関する理解（=3.7）」，
「買い物をするスキル（=3.7）」，「健康管理
（=3.3）」，「公共交通機関の単独利用（=3.3）」，
「身の回りを清潔に保つ（=3.3）」，「就労に関
するスキルの向上（=3）」，「留守番（=3）」，「連
絡スキルの向上（=2.7）」という結果だった。
このことから，日常生活での具体的なスキル
獲得よりも，第一に自分の好きな事を見つけ
る，情緒面の安定といった，本人たちの精神
的な面への支援を保護者はより望んでいるこ
とが分かる。それに次いで，日常生活を送る
上で知っていてほしいスキルについての支援
を望んでいる。
③　余暇グループのスタッフ（学生含む）に
求めることについては，「本人の気持ちを引
き出してほしい（=4）」，「本人が安心して過
ごせる活動を提供してほしい（=4）」，「本
人の状態の変化に気付いてほしい（=4）」，
「本人の興味や好きなことを見つけてほし
い（=4）」，「本人の好きなことを共有して
ほしい（=4）」，「本人の話を聞いてほしい
（=4）」，次いで「本人の特性を理解してほし
い（=3.7）」，「本人が理解しやすい説明をし
てほしい（=3.7）」，「色々な障害のことを学
んでほしい（=3.7）」，「他の参加者との会話
の橋渡しをしてほしい（=3.7）」という結果
だった。このことは，質問②の結果とも関連
するが，グループのスタッフに対しては本人
の情緒面のフォローや気持ちのケアを望む声
が大きいことが分かる。

Ⅲ　考察

知的障害者の成人期
　知的障害者の思春期から成人期に至る時期の
心理的な変化としては，親からの心理的自立が
ある。具体的には，親からの干渉を嫌がったり

親と一緒の行動を好まなくなる（菅野，2006）。
以上のことから知的障害のある人の成人期とは
親から離れて，同世代を中心とした仲間といっ
た関係作りも重要となる時期である。このよう
な仲間とのつながりを充実させるためにも，本
人は自分の好きなものを見つけたり趣味や興味
の近い友人と出会って共に過ごす経験が必要で
あると考えられる。そしてそういったつながり
は親亡き後も本人たちにとって大変重要な財産
になると考えられる。
　平井（2006）は，「交際の広がり」こそ，青
年期の発達に不可欠な要素であると述べてい
る。知的障害者の生活をみると，交際の狭さ，
とりわけ同年代の友人関係の希薄さが目立つ。
「交際の広がり」は，さらなる学習への意欲と
生涯学習の目的である「いきがい」の生成にとっ
て必要不可欠である。知的障害者は縦の関係は
充実していることが多いが，同世代の友人関係
には課題が残るようである。これは，知的なハ
ンディキャップだったりコミュニケーションの
苦手さから，お互いの会話が成立するためには
周りの仲介や，橋渡し的な役割が必要であると
いうことが言えると思う。知的障害のある人の
仲間集団を支援するスタッフは，彼らの仲間関
係が充実するためにそのような役割を担うこと
が大変重要であると思う。
　黒山ら（2009）は大学における余暇活動の保
護者のニーズに関する研究を行っている。そこ
では保護者は，色々な学生と接することを期待
していたり，成人した後の居場所を作って欲し
いというニーズがあることが明らかになった。
特別支援学校を卒業し就労すると，同じ作業で
あったり，働くメンバーが限られたりと，決まっ
た空間になりがちである。そういった面では，
学生という人手が豊富な大学機関において余暇
を学生と過ごすという経験は，色々な人との出
会いの場になる可能性を含んでいると考えられ
る。加えて特別支援教育を学んでいる学生であ
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れば，より障害のある人の特性に対する知識を
有している場合が多いと考えられる。このこと
からも，今後とも大学機関等が障害のある人の
余暇支援に積極的に関わっていけると良いと思
う。
　加えて柴山・蜂谷（2004）は話合いやアンケー
トを定期的に行い，参加者のニーズをくみとる
必要があると述べている。そうすることにより，
質の高い活動を展開できるだけでなく，活動を
支えている者へのフィードバックとなり，やり
がいを感じられることにもつながると主張して
いる。当センターにおける余暇グループにおい
ても，定期的にアンケートを実施し，活動を評
価したり保護者のニーズを取り入れていくこと
で，よりニーズに合致した余暇支援を提供する
ことが出来るのではないかと考えられる。
生涯発達
　知的障害者において成人期とは，それまでの
ライフステージで経験・学習してきたさまざま
な能力をこの先も長期にわたって続く成人期
と，その後の老年期を生き抜くために，より確
実な達成へと向ける時期である（菅野，2006）。
学校教育においても「個別の教育支援計画」の
作成が求められるようになり，生涯にわたって
支援をするという考え方が明確に示されるよう
になっている（文部科学省）。橋本（2008）は，「障
害のある方々，特に知的な障害をあわせもつ障
害児者の支援目標において最も重要なものが適
応行動の獲得と改善である」と「適応行動」に
着目している。「適応行動」とは，「日常生活に
おいて機能するために人々が学習する概念的，
社会的，実用的適応スキルの集合である」と説
明している。実用的適応スキルとは，日常生活
活動（食事・排泄等），日常生活に有用な活動
（食事準備，家事，電話の使用等），社会的適応
スキルとは，対人関係，責任，規則を守る等の
社会的能力に関わるスキルを指す。生涯発達の
視点から知的障害児・者の社会生活能力につい

て社会生活能力が向上する項目には，実用的適
応スキルが該当し，繰り返し行うことで身につ
けられるスキルが多く見られる。また，低下す
る項目には，社会的適応スキルが該当したこと
で，成人期においてそれらの経験の頻度が減っ
ていることが示唆される（澤本・管野，2010）。
このことからも，特別支援学校高等部を卒業し，
就労に着いた後も，学齢期に身につけた社会的
適応スキルを低下させないために，色々な人と
関わりそのスキルを発揮する必要のある場面を
継続的に持つことが望ましいと考えられる。余
暇において自分が没頭出来る趣味を持つことと
併せて，新しいことに取り組んだり，様々な人
と関わる経験が本人たちの社会的適応スキルを
刺激し，維持することにつながると推測される
ので，そのような活動が継続的に行われること
が必要であると考えられる。
知的障害者のメンタルヘルス
　Cooper は 20～65 歳の知的障害者の 47.9％に
精神障害が合併しており，抑うつや不安障害が
多かったことを報告している。また，菅野（2006）
は知的障害者の性格特性について以下のように
述べている。まず，明確ではないものの欲求不
満耐性が低いこと，対人依存傾向，柔軟性にか
ける問題解決様式，否定的自己像，低い自己評
価などが挙げられると述べている。さらに，挑
戦性や攻撃的行動を伴うこともあり，介護者に
よる支援の妨げになっていることが指摘されて
いる。これらの性格特性，精神障害や，問題行
動の要因として，知的障害の原因となった器質
的障害などが考えられるが，環境要因も重要で
あると思われる。これは，両親や社会の期待に
応えられないことや同輩や年下の同胞に対して
さえうまくいかない苦い経験や失望をくり返
し，このような失敗体験の積み重ねが，二次的
障害としての抑うつや不安障害などにつながる
と考えられる。このような二次的障害は，小児
期から適性を見極め，自己肯定感を高める支援
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や失敗体験を積み重ねることのない教育環境に
よって予防することが重要と考えられるが，加
齢とともに増強する問題なども早期に発見し，
対応していくことが必要であり，個々の障害者
の心の健康状態が評価できる標準的かつ有効な
スクリーニング法を確立しておくことの重要性
が指摘されている。
　このように成人期における二次障害の予防的
観点からも，学齢期から，対人面に対する失敗
体験を積み重ね無いように配慮すべきである
し，成人期においても対人面において成功体
験を積み重ねていくことが大切であると言え
る。対人面に苦手意識が出来てしまうと，必要
以上に緊張が高まってしまったり，対人関係に
おいてネガティブな印象を持ってしまうことが
多い。それを防ぐためにも，人と関わることは
楽しいことであるということを身を持って感じ
られる場がいくつになっても必要であると思
う。それに加えて本人たちの状態の変化等があ
ればすぐに何かしらの方法をとるということが
可能な状況を備えておくことが大切なのではな
いかと考えられる。知的にハンディキャップの
ある人にとって自分の気持ちを言葉で他人に訴
えたり，改善を求めたりといったことは難しい
ことであることが多い。精神的に不安定だった
り辛い時にも他人にヘルプを出せずに苦しんで
いることが考えられる。だからこそ彼らの心理
面を継続的に見る人の存在が必要であると考え
られ，言葉にならない本人の状態の変化などを
感じ取る第三者の存在は，彼らの精神保健を健
康に保つためにも非常に重要であると考えられ
る。
　知的障害のある成人への心理士における支援
報告は少ないが，その中で下温湯（2011）は知
的障害者通所更生施設における心理士の役割や
可能性，留意点について以下のように述べてい
る。
1）　利用者が言葉で自分の気持ちを表せなくて

も，しぐさ・表情・醸し出す雰囲気などから気
持ちを感じ取ることができる。こちらに気持ち
が伝わっていることを返すと，その方法が強化
されて，より多くの人に伝わるような表現方法
に変化していくことができる。
2）　利用者は自分に向けられている気持ちが好
意的かどうかを敏感に感じ取っている。また，
状況が理解しにくい分，その場の雰囲気を感じ
取って判断しているので，他者が叱られて気ま
ずい雰囲気が漂うと自分に直接関係がなくても
不安に陥る利用者は多い。利用者が安心・安全
を感じられるように，優しい声かけやあたたか
い雰囲気作りを心がけた。
3）　そして，利用者は行動範囲が狭く，経験も
限られているため実物や実体験がないと理解し
にくい。そこで，支援員から生活・家庭の情報
を教えてもらい，利用者と仲良くなるための糸
口として利用者との共通の話題にするようにし
た。
4）　利用者は知的な障害があるが生活経験を重
ねてきた成人であり，嗜好や興味は子どものも
のとは異なる。利用者自身の生活史を把握し，
これまでの努力や苦労をふまえて関わることで
利用者と心理士の健全で対等な関係ができ，利
用者を尊重することができる。
　伊藤・管野（2011）は事例を通して知的障害
者が意欲の低下や精神機能の不安定さによって
認知機能の低下も引き起こされ，その結果，二
次的な障害として様々な生活上の不適応行動や
強迫的な行動が出現した例があると報告してい
る。また，その要因としてストレスに対する対
処法が分からないことも関係しているのではな
いかと考え，ストレスを軽減するために対象者
が興味関心がもてる活動プログラムを提供して
いる。その結果，他者とのコミュニケーション
に改善が見られさらには活動に参加する意欲が
向上するなど，精神機能全般の改善が見られた
という。余暇を通して自分の興味関心のある分
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野に取り組むことは知的障害のある人たちの精
神保健を維持するためにも大切なことである。
どうしても視野が狭くなってしまいがちである
状況の中で色々なことを経験してもらう場を通
して新しい視野や興味を広げ，好きなものを増
やしていってもらうことが彼らの精神保健を健
康に維持するために大切であると考えられる。

Ⅴ　まとめ

「生涯発達」と言う視点
　知的障害のある人の学齢期への支援は充実し
ているところが多いが，成人期の支援について
はまだまだ十分でないことも多いと考えられ
る。また，療育機関なども基本的には成人期前
で支援が打ち切られてしまうことが多い。その
ような中で，知的障害のある人の成人期の支援
を継続して行う場所があるということは大変意
義深いことであると考えられる。生涯発達とい
う視点で考えると，人間は生涯にわたって発達
し続ける存在である。学校教育が終わり，成人
期を迎えた後も，学齢期に取得した力を低下さ
せないためにも，就労や余暇を通して色々な人
と関わって前述の社会的適応スキルを使う場面
を多く経験したり，継続的に心理面をフォロー
してもらえる場に関わっていくということが必
要である。
　余暇が充実することは，その人の生活，さら
には就労の意欲にもつながる可能性がある。そ
れに加えて社会的な関わりを継続して持ってい
くことは認知機能の低下の防止にもつながると
考えられ，特別支援学校を卒業した後も，就労
と生産的な余暇を過ごすことを並行して取り組
むことは大変重要なことであると考えられる。
知的障害のある人の成人期への心理支援
　知的障害のある人のメンタルヘルスの課題も
近年示されており，知的障害のある人の余暇に
心理士が関わることは，継続的に心理面をフォ

ローすることができるという点においても利点
があると考えられる。知的なハンディキャップ
によって，話したいことがあってもうまく自分
の思いを相手に伝えられなかったり，表現でき
なくてフラストレーションが溜まることがある
と考えられる。アンケート結果にもあったよう
に，その人らしく過ごせる場を確保してあげる，
その人の思いを引き出してあげるといった手助
けをしてあげることが，知的障害のある人の心
理支援において非常に大切なことであると考え
られる。生産的な余暇活動に取り組み，自分の
興味関心のあることを見つけ取り組むことは，
その人の精神保健を健康に維持することにおい
て必要なことである。
　また，知的障害のある人を最も身近で支えて
いるのは家族であることが多い。そういった家
族への支援をすることも心理士・相談機関の重
要な役割であると考えられる。本学心理臨床セ
ンターの余暇グループでも取り組んでいるよう
に，保護者グループも並行して行い，家族の状
況の把握，心理的なフォローも継続して行える
ことが望ましいと考えられる。
今後の課題
　本学心理臨床センターで行っている余暇グ
ループは，月に 1回土曜日に実施されているグ
ループプログラムである。本活動に対する保護
者のニーズも高く需要のある活動であると考え
られる。障害のある人はどうしても，活動範囲
が限定され，新しいことに出会う機会が少なく
なりがちである。余暇グループで色々な活動を
試してみることで，本人の新たな一面の発見に
つながる可能性があるため，日々情報を取り入
れて活動を選択していくことが必要であると考
えられる。また，本グループの小集団での成功
体験を元に地域の色々な活動へ参加する自信に
つながれば，本人たちの活動範囲がより広がる
ことにつながるのではないかと思う。
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